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年頭のご挨拶

社会福祉法人 鬼北町社会福祉協議会
会長 渡 邊 邦 夫

新年あけましておめでとうございます。
町民の皆様には、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は、当社会福祉協議会の運営及び福祉事業の推進に、格別のご理解とご支援を賜り心から感謝
申し上げます。
さて、昨年は新型コロナウイルスが世界規模で拡大し、国内では東京オリンピックや様々な行事、

イベントが延期や中止となるなど、日本中が振り回された年でした。特に、交通機関や観光業及び飲
食業は、感染予防対策としての外出自粛や営業時間の短縮等により利用者が激減し厳しい経営状況に
追い込まれています。運送業や飲食業に従事する住民の中には収入が減り支援を必要とする方々もお
られました。コロナは冬を迎えて全国的な拡大を見せており、今年も感染予防対策に取り組む１年と
なりそうです。
鬼北町社協は、住民が会員となり組織された住民による住民のための民間非営利組織です。行政組

織や福祉団体・住民組織等の住民福祉に関わる幅広いネットワーク作りを通して、住民が住み慣れた
まちで安全に安心して暮らせるまちづくりを目指しています。しかし、住民の皆様には、社協の設立
目的や住民福祉活動の取り組みについて理解されている方は少なく、役場の出先機関や介護施設と思
われている方も多いように思われます。
社協は、自主財源を持たないため、法人運営事業（事務所の人件費や事務費等及び福祉センターの

維持管理費）は町の補助金により賄われますが、社協の単独事業である住民福祉事業や各種団体の活
動支援の財源は、まごころ銀行への寄付金や共同募金等の還元金そして、皆様からの会費によって賄
われています。社協が地域福祉を推進するためには、住民の皆様のご支援が不可欠であり、社協の役
割や取組をご理解いただき、ご協力をお願い申し上げます。
また、社協の介護保険事業は独立採算ですが、介護認定基準の見直しによる介護報酬の減額や在宅

介護サービス利用者の減少等により、近年大幅な赤字経営となっており、介護保険事業の継続が厳し
い状況となっています。高齢者福祉も社協の役割であり、社協が介護保険事業を廃止すれば介護認定
を受けても介護サービスが受けられない高齢者も出てくることから、廃止することはできません。そ
のためには、利用者の確保による増収を図るとともに、職員削減や給与の引き下げ等による支出削減
を行い事業経営に取組んでまいります。住民の皆様には社協の介護サービスをご利用いただき、事業
継続のご支援をお願いいたします。
社協は、住民福祉の一翼を担う福祉法人として、関係機関や関係団体との連携を強化し地域福祉・

住民福祉の向上に取組むとともに、介護保険事業につきましても、利用者お一人おひとりに寄り添っ
たサービスを提供してまいります。社協が町民の皆様に身近に感じていただき、頼りにされる存在と
なるよう、役職員一丸となって取組む所存でございますので、引き続きご支援、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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昨年１０月から年末にかけて、ご協力をお願いしておりました赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金

は、町民の皆様、各事業所様のご理解、ご協力により今年度も充実した募金運動を実施することができまし

た。

このことについて厚くお礼申し上げますとともに、下記のとおりご報告いたしますので、今後も皆様のご理

解、ご協力をお願い申し上げます。 また、お忘れの方がいらっしゃいましたら、募金は今年度末まで受け付

けておりますので、ご協力下さいますようお願い申し上げます。

赤い羽根共同募金の募集実績（令和３年１月６日現在）

戸別募金 １，１７５，１５０円（２，６１２戸）
職域募金 ３３６，５３７円（ ９３件）
イベント・個人ほか １３３，６０５円（ ２２件）
募金額合計 １，６４５，２９２円

歳末たすけあい募金の募集実績（令和３年１月６日現在）

戸別募金 ６８３，２５０円（２，７３３戸）
職域募金 ６５，２８０円（ ２６件）
イベント・個人ほか ５７，４７０円（ ５件）
募金額合計 ８０６，０００円

歳末たすけあい募金の配分実績（令和２年１２月末配分）
町内への配分 ４８２，８００円（ ２８世帯）
施設への配分 ２８５，７００円（１６施設２４名）
配分額合計 ７６８，５００円

例年３月に開催しておりました標記の大会につきまして、全国的に新型コロナウイルス感染者が増
加する一方、愛媛県内においても感染者の確認がされていることから、多くの皆様にご来場いただ
いております社会福祉大会の開催について関係者協議のうえ、新型コロナウイルス感染拡大防止を
考慮し第１７回鬼北町社会福祉大会の開催を中止することといたしました。開催を楽しみにしてお
られた皆様には大変恐縮ではございますが、事態をご理解いただきますようお願い申し上げます。

ダイヤモンド婚顕彰該当者の募集について

先にお伝えいたしました通り、社会福祉大会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止と致しました

が、例年、社会福祉大会で実施しておりますダイヤモンド婚該当者へのお祝い状の贈呈については、今年

度、結婚６０年を迎えたご夫婦もいらっしゃることから実施いたします。ただし、式典は行わず該当者の皆さま

に後日、社会福祉協議会職員がお祝い状をお渡しにお伺いいたします。お祝い状贈呈の該当者条件は以

下の通りとなります。

○該当者の条件

・鬼北町に住所を有する者であり、昭和３５年結婚者（結婚後６０年）及び昭和３４年以前に結婚されたご夫

婦で過去にお祝い状を受賞されていないご夫婦とする。また、夫婦円満で共にご健在であること。（施設入所

者も含む。）

○申告表提出期限

・令和３年２月１９日（金）申告表は、各公民館（近永・日吉を除く）、日吉中央集会所、鬼北町総合福祉セン

ターにも置いてあります。また、申告に行くことが困難な方には、電話での受付も行っております。

電話４５－３７０９（担当：富田／坂本）まで。
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教えてケアマネさ～ん！（Ｖｏｌ.３）

訪問入浴とは、看護師1名・介護職員2名を基本とするスタッフが訪問入
浴車でご自宅を訪問し、介護が必要な人が自宅の部屋で入浴できる
サービスです。看護師が同行し、入浴前に血圧・体温や体調の総合的
なチェックを行うため、定期的な身体状況の把握にも役立ちます。

訪問入浴ってなに？

どんな効果があるの？

♡血行が促進され、顔などの色つやがよくなり、床ずれ予防、解消につながります。

♡皮膚や身の回りを清潔にして、細菌感染などを防ぎ、より良い健康状態に導きます。

♡入浴によるリラックス効果により、気分転換が図れ、睡眠もよく取れるようになります。

♡爪切りやシーツ交換など、必要に応じたサービスも行え、ご家族の負担が軽減されます。

問合せ

鬼北町社会福祉協議会

居宅介護支援事業所 電話４５－３６６７／訪問入浴介護事業所 電話４５－３７０９

☆令和２年１２月１７日に行われた「シェイクアウト

えひめ（県民総ぐるみ地震防災訓練）」に利用者さん

と職員が参加しました。（写真はその様子です。）

☆利用者の皆様に、お正月を味わっていただくためレ

クリエーションでは、書初めに挑戦！また、今年の抱

負を絵馬にかいたり、福笑いで大笑い！そして、デイ

サービス利用者の昼食や配食サービス利用者のお弁当

もお正月ということで調理師、調理員、ボランティア

さんに腕を揮っていただきました。
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無料法律相談所の開設

鬼北町社会福祉協議会では、下記の日程で弁護士による無料法律相談所を開設いたしま
す。相談は無料ですが、相談人数と時間に限りがあるため予約制となっております。

開設日時 令和３年３月１９日（金）１４：００～１６：００
場 所 鬼北町総合福祉センター（町立北宇和病院横）
受付期間 令和３年１月１８日（月）～ 同年２月１５日（月）

電話 ４５-３７０９（内線６２０４）担当：松浦 誠
（事前に申込みが必要となります。）

発行： 愛媛県北宇和郡鬼北町大字近永７８２番地 鬼北町総合福祉センター内

社会福祉法人鬼北町社会福祉協議会 事務局 電話４５－３７０９

ふれあい・いきいきサロン活動紹介

「ふれあい・いきいきサロン」とは、地域（同じ組内）
に住む住民や高齢者が、自宅から通える場所に集い共に、
茶話会やゲーム、体操など自由に企画し、生きがいづく
りや健康づくりに取組み地域住民の支え合い、コミュニ
ティーづくり、仲間づくりの幅を広げる活動です。コロ
ナで外に出る機会が減り、人が集まる場所へ行くことが
億劫になり人と顔を合わすことが減っていませんか？以
前のように集まることが難しくなっていますが、体調管
理に気をつけ、３密（密閉・密接・密集）を避け、短い
時間でサロンを開催するなど工夫をされ、無理なく活動
をされているサロンもあります。そのような中、感染予
防に留意しながら活動を行なっている泉・小倉地区「ふ
れあいサロン川崎」の皆さんが作った作品を見せていた
だきましたのでご紹介いたします。

くらしの相談支援室より

くらしの相談支援室では、生活でのお困りごと（仕事・お金等）の悩みについて支援員が寄り添い一緒に解

決に向けて考えます。
相談は、無料となっており、社会福祉協議会の窓口まで来ることが難しい方は、訪問もいたしますので１人
で悩まずお気軽にご相談下さい。

【お問合せ】鬼北町社会福祉協議会 「くらしの相談支援室」 電話 ４５－３７０９

ふれあい・いきいきサロンの設立及び活動助成金を活用しませんか？

○サロンの内容（例）

対 象 者：組内に居住する６５歳以上の高齢者等

開催回数：年１０回程度・会費の徴収や活動内容は各サロンで決定

場所：集会所及び個人宅等を活用

○設立にあたって
サロン設立支援助成金として、設立初年度のみ上限１０，０００円の助成を行います。

また、年間１０回以上開催された地区は、年間活動費として上限１０，０００円の助成をおこ
ないます。

詳しい内容を聞きたい場合は、下記にお問合せ下さい。（ご希望があれば、お伺いしてご説明いた
します。）
【お問合せ】鬼北町社会福祉協議会 電話０８９５-４５-３７０９（担当：富田）まで


